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2026-5-8 こども家庭審議会基本政策部会（第21回） 

14時00分～16時03分 

於:こども家庭庁共用中会議室 

出席委員: 

松田 茂樹 部会長 

土肥 潤也 部会長代理 

青木 康太朗 委員 

秋田 喜代美 委員 

有村 大士 委員 

石井 智康 委員 

内田 由紀子 委員 

岸田 雪子 委員 

木田 秋津 委員 

黒木 碧恵 委員 

小泉 勇人 委員 

駒村 康平 委員 

櫻井 彩乃 委員 

貞広 斎子 委員 

椎木 里佳 委員 

柴田 悠 委員 

新保 幸男 委員 

南光 開斗 委員 

堀 有喜衣 委員 

矢島 洋子 委員 

山崎 篤史 委員 

議事: 

1．こどもまんなか実行計画2026（素案）の策定に向けて

2．意見交換 

○松田部会長 定刻になりましたので、ただいまより第21回「こども家庭審議会基本政策

部会」を開始します。 

本日は、お忙しい中、お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

 また、前回、私がせきで御迷惑をおかけいたしました。今日もお聞き苦しいところがあ

るかもしれませんが、失礼いたします。 

本日の議事ですが、お手元の議事次第に記載のとおりです。 
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 前回、３月30日の基本政策部会では、こどもまんなか実行計画2026骨子案を御議論いた

だきました。この議論を踏まえ、事務局において本文を記載したこどもまんなか実行計画

2026（素案）を取りまとめております。 

 その内容につきまして、事務局より説明をお願いします。 

○田村参事官 御説明申し上げます。 

 中原の後任といたしまして、４月６日付けで着任をいたしました総合政策担当参事官の

田村でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、お手元の資料に沿いまして御説明申し上げます。 

 お手元、資料１といたしましてA3の概要というものと、資料２として本文を配付させて

いただいてございます。部会長からもございましたように、前回の部会では骨子案につい

て御議論いただいたところでございます。本日お手元に配付させていただいております素

案でございますけれども、これまでのこの部会での御議論でございますとか、あと事前に

委員の皆様から頂いた御指摘、また各部会とか分科会の御提言も頂いておりますので、こ

ういったものを踏まえまして、事務局の方で肉づけをして、本文という形で取りまとめを

させていただいたところでございます。 

 お預かりした御指摘でございますが、基本的に本文に反映させたつもりではございます

けれども、先生方の方から見てちょっと足りないとか、ちょっと言った趣旨と違うという

ようなこともあろうかと思いますので、今日はそういった点につきまして、御指摘を頂け

ればと思います。 

 本文はかなり長くなってしまいますので、お手元、資料１の概要の方で簡単に御説明申

し上げます。 

 一番上の箱でございますけれども、３つ○がございまして、この実行計画の位置づけと

いうところで一番上のほうに記載してございます。2026年度に、特に力を入れて取り組む

べき施策について取りまとめた文書ということでございます。 

 また、２つ目の○でございますが、こども家庭庁が発足から３年経ちましたので、これ

までの歩みを振り返りまして、保育士等の処遇の改善ですとか待機児童の減少、こういっ

た取組は着実に進展しているとした上で、一方で、少子化の傾向に歯止めはかかっており

ませんし、自殺者数でございますとか、あるいはいじめの重大事態の発生件数は過去最多

という非常に深刻な状況が続いてございます。 

 ３つ目の○でございますが、そのほか社会構造、環境の変化などがございます。例えば、

地域差の拡大ですとか物価高、ライフスタイルとか価値観の多様化、そういった変化がご

ざいますので、こういったものを踏まえて、複合的な課題への対応と少子化対策を両輪と

して総合的に進めていく必要があるという、そのような認識を冒頭「はじめに」というと

ころで記載をさせていただいてございます。 

 次の箱でございますが、取り組むべき施策ということで、ここは大きく２つに分かれて

おりまして、基本的な方向性と具体的施策という２つのパーツでございます。 
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 基本的な方向性のところ、本文でいきますと７ページ以降でございますが、（１）～（10）

という大きな柱を立ててございます。 

 （１）のところで、こどもとそれに関わる者のウェルビーイングの実現。 

 （２）といたしまして、こどもの命と安全・安心を徹底的に守る。前回は安全・安心と

いうことでございましたが、命は非常にしっかりと打ち出す必要があるということで、命

ということを明記させていただいたところでございます。 

 （３）支援行政と成育行政の連携の一層の強化。前回、骨子で御議論いただきましたと

きには、ACEsの低減とPCEsの増加といった記載でございましたけれども、まさにこれを進

めていく上においては、支援・成育行政が一体となって取り組む必要があるということで、

お手元のような記載にさせていただきました。 

 （４）でございますが、インクルージョンの推進と切れ目ない支援。 

 また、右の方に行きまして、（５）は若者の支援、（６）が企業等との連携、（７）が

持続可能な提供体制や質の確保、（８）がこども・若者視点に立った施策の再構築、（９）、

（10）が自治体の関係でございまして、自治体との連携強化でございますとか、自治体の

負担の軽減ということで、この10本の柱に沿って取組を進めていくということで、基本的

な姿勢を示してございます。 

 その上で、具体的に取り組むものが２の具体的施策というところでございまして、本文

でいきますと10ページ以降に記載をさせていただいております。 

 具体的施策は全部で５つの柱で構成をされておりまして、それぞれ色分けをしてござい

ますが、まず四角の１つ目で成育環境の提供、２つ目といたしまして困難な状況にあるこ

どもたちのニーズ発見など、３つ目が若者、４つ目が産・官・学、５つ目が全体を通底す

るものとしての基盤の確保ということで構成をしてございます。 

 まず、四角の１番の成育環境の提供でございまして、本文でいきますと10ページ以降で

ございますが、ここは①といたしまして、安全に安心してインターネットを利用できる環

境の整備。 

 ②といたしまして、安心してこどもが過ごせる環境づくりといたしまして、虐待、例え

ば、事例の分析でございますとか研修といったこと、また災害等の関係につきましても、

災害時の居場所づくりといった取組がございますので、こういったものを盛り込ませてい

ただいてございます。 

 ③といたしまして、こども性暴力防止法の円滑かつ着実な施行ということで、今年の12

月に施行されますので、執行体制の確保あるいは周知といったものに取り組むこととして

ございます。 

 ④といたしまして、安心して妊娠・出産・子育てができる環境の整備といたしまして、

例えば、医療アクセスの確保でございますとか、あるいは、こどもホスピスの普及等に取

り組むこととしてございます。 

 ⑤といたしまして、「はじめの100か月」の育ちということでございますが、例えば、母
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子保健と児童福祉教育の連携、また、今年の４月から全国で本格的に実施しておりますこ

ども誰でも通園制度の制度改善、３要領・指針の告示改正に向けた一体的な検討等につい

て盛り込ませていただいております。 

 ⑥といたしまして、体験機会の提供。 

 ⑦といたしまして、子育てしやすく支えのある環境づくりといたしまして、加速化プラ

ンの着実な実施、共育（トモイク）などについて盛り込んでございます。そのほか、固定

的な性別役割分担意識の解消等につきましても、こちらに盛り込んでございます。 

 ⑧といたしまして、居場所づくりの推進でございまして、受け皿の確保等について記載

してございます。 

 ⑨でございますが、学びと成長機会の保障ということで、次期学習指導要領に向けた検

討、あるいは本文のほうでは食育等についてもここで記載してございます。 

 ２では、困難な状況にあるこどもの関係でございます。ここはニーズ発見と地域一体の

支援としております。前回の骨子の段階では、リスクという表現を使っておりましたが、

前回の議論を踏まえまして、ニーズ発見という表現にさせていただいたところでございま

す。本文でいきますと16ページ以降ということになります。 

 ①自殺対策の強化でございますけれども、先月の４月30日、黄川田大臣のリーダーシッ

プによりまして、大臣プロジェクトということで自殺対策の強化を打ち出したところでご

ざいまして、自治体と連携して総力を挙げた対策の推進ですとか協議会の設置等に取り組

むこととしてございますので、そういったところについて記載をさせていただいておりま

す。 

 ②虐待等の関係でございますが、こども家庭センターの設置促進・機能強化。 

 ③といたしまして、いじめ防止対策でございますとか不登校の関係でございますが、校

内教育支援センター等の設置の促進等について記載させていただいております。 

 ④が貧困・ひとり親家庭の関係でございますが、教育・生活・食・就労・相談支援の一

体的な強化等について記載してございます。また、今後夏休み等ございますので、そうい

った長期の休みでも切れ目のない支援体制ということで、そういった部分についても記載

をしてございます。 

 ⑤でございますが、離婚前後の家庭への支援ということでございまして、養育費・親子

交流の取決め、履行確保の促進等について記載してございます。 

 ⑥が障害児支援とインクルージョン、医ケア児の関係でございますとか、早期の切れ目

ない支援について記述してございます。 

 ⑦外国にルーツを持つこどもたちへの支援ということで、前回こちらも骨子のところで

は外国人のこどもというような記載をさせていただいておりましたが、御議論を踏まえま

してこのような記載とさせていただいてございます。具体的には日本語教育環境の強化、

こういったものに取り組むということにしてございます。 

 ⑧でございますが、切れ目のない政策の推進ということでございまして、こども家庭セ
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ンターを中核とした連携といったものについて記載してございます。 

 次に、四角の３番、若者の関係でございます。ここは本文でいきますと20ページでござ

います。ここも柱は、前回御議論いただきましたときに「夢」というような言葉がござい

まして、「ドリハラ」とかいろいろな御議論があったと思いますけれども、御指摘を踏ま

えまして、お手元にございますような、希望を持ち選択を実現できる環境の整備という形

にしてみました。 

 ①、②といたしまして、若者10万人の総合調査を実施いたしまして、今後そういったも

のを参考にしつつ、グランドデザインを描いていくということにしてございます。 

 ③が困難に直面する若者ということで、ヤングケアラー等の困難を抱える若者へのアプ

ローチ。 

 ④が若者政策ということで、プレコンでございますとか、本文のほうでは希望に添った

結婚の支援といったものについても記載をさせていただいてございます。 

 四角の４番でございますが、産・官・学の取組でございまして、本文は22ページ以降で

ございます。 

 ①といたしまして、国と地方の連携強化ということで、国と地方の協議の場でございま

すとか、子育ての地域間格差の解消といったものに取り組むこととしてございます。 

 ②といたしまして、地方自治体と民間団体との連携ということで、こどもまんなか社会

実現プラットフォームの推進などについて取り組むこととしております。 

 ③といたしまして、民間事業者等の質の高い子育て支援サービスということでございま

して、保育の質の向上でございますとか、質の高いベビーシッターの利用促進、こういっ

たものに取り組むこととしております。 

 ④といたしまして、「こどもとともに成長する企業構想」の推進ということで、金融機

関等と連携した支援と環境の整備を行うこととしております。 

 ⑤でございますが、研究機関等との連携ということで、前々回の（基本政策）部会だっ

たと思いますが、この部分について御議論いただいておりましたので、少しここは手厚く

記載をさせていただきました。 

 四角の５番でございます。基盤の確保ということで、本文でいきますと23ページ以降に

なります。 

 ①といたしまして、相談救済機関の活動の推進ということで、自治体による相談救済機

関等の設置の促進等に取り組むこととしております。 

 ②といたしまして、社会参画・意見反映の取組ということで、「こども若者★いけんぷ

らす」等を行うこととしております。 

 ③といたしまして、大人たちへの支援というところでございまして、保育士・幼稚園教

諭等の処遇の改善、公定価格の見直し等をここで盛り込んでおります。また、こども政策

DXの推進などもこの中で触れてございます。 

 ④といたしまして、広報啓発の推進ということで、伝える広報から伝わる広報を目指す
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ということで記載をいたしました。 

 ⑤といたしまして、こども施策の評価・検証についても取り組むこととしてございます。 

 時間の関係もございますので、簡単ではございますが御説明申し上げました。 

 以上でございます。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、中村成育局長、御発言をお願いします。 

○中村局長  

ありがとうございます。 

 改めて今、説明を聞きながら、私も読み返しましたけれども、前回の御意見もそうです

し、これまでここの基本政策部会で御意見をいただいたものがいろいろ入っておりまして、

つくり上げていっているなという感じを改めて感じました。 

 特に私が今、頑張らなければいけないなと思っているのは、個別の施策も当然そうなの

ですけれども、皆さんと御議論してつくらせていただいた基本的な方向性のところで、ま

さに（１）のウェルビーイングのところなどは、今まで経済的な支援であるとか、そうい

ったところも力を入れてきましたが、こどもたちの心にもっと、今までも向き合っていま

したけれども、きちんと向き合っていこうということで、これを一番にやったというのは

この基本政策部会の一つの大きなエポックメーキングだと思っております。 

 あとは（３）で、この前、ACEsとPCEsというお話でありましたけれども、せっかくの方

向性という大きなことですので、個別の施策というよりは、齊藤局長のところの支援局と

私のところの成育局と、これも一層連携を取っていこうということで、これも基本政策部

会で明確にできたのは非常によいことだと思っております。 

 あと、（８）、（９）です。（８）は特に前回も申し上げましたけれども、書いてある

ことは当たり前のことなのですが、つい我々は、ここでもそうなのですが、国会に行った

り、あるいは党に行ったりすると、これをやる必要があると言われて、確かにそれはその

とおりなのですけれども、一つ一つそれでまた施策をつくっていくと、現場は多分混乱し

てしまうし、我々もあっぷあっぷになってしまうので、言われたリクエストをどうきちん

と整理をして、使いやすい形で実践していくというところはこども家庭庁の持っている非

常に大事な機能だと思っていますので、そこもぜひやっていきたいと思っています。 

 そういう意味で、こども・若者や利用者の視点に立った施策再構築や提供体制の見直し

はやっていきたいと思っていますし、まさに現場である地方公共団体との連携をそういう

意味で単に実施をお願いするということではなくて、どうやったらいい形で実施ができる

のかを、地方公共団体と伴走型で一緒にぜひやっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、齊藤支援局長、発言をお願いします。 

○齊藤局長  
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 この議論のキックオフの際に幾つか申し上げたことがあって、その一つが、支援局のこ

れまでの取組、しっかりやっている部分があっても、それが伝わっていないのではないか

ということで、それをしっかりともっと発信をしていく、またはやっていることを対外的

にアピールすることが必要だということ。 

 それから、もう一つが、制度同士がきちきちとでき過ぎているので、どうしても支援を

受ける側からすると間尺に合わないというか、その中でうまく支援ができないところがあ

るのではないかということで、相互にカバーできるようにしていったらどうかというふう

なことを申し上げたつもりでございます。 

 その中で、先ほど田村参事官のほうから説明がありましたけれども、今回、具体的な内

容に落とし込む中で、こどもの自殺対策、または自殺だけでなくて特に厳しい状況にある

こどもたちをしっかり守っていくということが、こどもまんなか社会を実現する上で当然

大前提になるというところで、そういったところをしっかりと打ち出せたのではないかな

と思っています。ただ、これで十分ではないということだと思いますので、もっともっと

必要だと言っていただいたほうが私たちもさらに頑張れるのかなと思っています。 

 その中でちょっとだけ気づいたので言いますと、概要版の四角の２の①こどもの自殺対

策の強化と書いていまして、先ほど大臣のプロジェクトの話を言っていただきました。「こ

どもの命と安全を徹底的に守る」大臣プロジェクト2026、実は字数制限の関係でその後ろ

が省略されていまして、第１弾というのが正式なプロジェクト名でございまして、その第

１弾がこども・若者自殺防止総力戦略ということで、この先、第２弾、第３弾も含めて、

大臣と今、議論中でございますが、要は、こういったことを通じてしっかりとこどもの命

と安全を守っていくのだということをしっかり発信をして、しっかり実施をしていくとい

う決意でございます。  

○松田部会長 ありがとうございます。 

 それでは、事務局からの説明及び発言を踏まえまして、ここから皆様に御意見、御発言

をいただきたいと思います。おおよそ100分間程度時間を取ります。なお、今回も全員の方

に御発言をお願いしたいと考えております。ですので、１回の御発言につき、できました

ら２分弱程度でコンパクトにお願いできれば幸いです。また、時間が近づきましたら事務

局から時間をお知らせするメモを入れていただこうと思いますので、よろしくお願いしま

す。長くなりそうな場合は私からお声をかけさせていただくことがあるかもしれません。 

 それでは、実行計画本文案につきまして、何か御発言のある方は挙手をお願いいたしま

す。オンラインで御出席の皆様におかれましては、Teamsの挙手機能を使って挙手をお願い

します。どなたかいらっしゃいますでしょうか。 

 オンラインで挙手をしていただいている有村先生、お願いします。 

○有村委員 ありがとうございます。 

 今回、資料を拝見いたしまして、前回行われた議論が整理されて盛り込まれており、大

変評価すべき内容だなと思っています。これからの進展が楽しみになってきたところでご
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ざいます。 

 改めてのところもあるのですが、気になった点を幾つか挙げさせていただきたいと思い

ます。 

 １つは、インクルージョンという言葉をかなり前面に出していただいたのは本当にあり

がたいなと思っております。多国籍のこどもたちのこともありますし、障害のあるこども

たちや様々なこどもたちがインクルージョンされていくということは大変重要なことかな

と思っているのですが、「包容（インクルージョン）」と書いてあるところと「インクル

ージョン」だけが書いてあるところと両方存在しているのはちょっと違和感があるかなと

思いますので、ここは統一をしていただいたほうがいいかなと思いました。 

 あとは、「包容（インクルージョン）」とお書きになっていただいている部分なのです

けれども、周縁化されている状況に学ぶという構図が入っていくとよりよいのかなと思い

ます。特に生きづらさを感じるこどもたちの状況はどうなのか、あるいは子育てが大変だ、

その状況はどうなのかというところから学んでいく。そうすると、少し違和感は感じてい

るが何が大変か分からないという状況もきっと理解しやすくなるのかなと思います。実質

的に差別の部分だったり、EBPMのところもそうですけれども、そういう状況から学んで全

体の施策を見ていくということは重要かなと思いました。 

 以上でございます。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、ほかの委員の皆様、御意見、御発言はありますでしょうか。今のインクル

ージョンに関してでも結構ですし、全く違う点でも結構でございます。 

 岸田委員、お願いします。すみません、無理にお願いしてしまったかもしれません。 

○岸田委員 いえいえ。いつも話し過ぎかなと思いましたが、ありがとうございます。 

 岸田雪子です。本日までの取りまとめ、御尽力いただきましたことをまず感謝申し上げ

ます。ウェルビーイングやACEsとPCEsに関する取組というものが、大臣のリーダーシップ

の下で、こどもたちの自死に追い込まれるような厳しい現状を打開するものとなりますこ

とを強く期待しております。 

 短く３点申し上げます。 

 １つは、６ページ目に書かれていますウェルビーイングの向上と少子化対策のところで、

「車の両輪として」という表現、歓迎するものなのですが、これまでの議論を踏まえまし

て、より一段ウェルビーイングを強めるとすれば、例えば、こどものウェルビーイングの

向上は少子化対策の基盤であり、相互に関連する、というような表現もあってもいいのか

なということを提案申し上げたいと思います。今回の打ち出しの重要性ということと、ウ

ェルビーイングの土台の上に花開くであろう希望の選択、あるいは実現の中に出産や子育

てという選択肢もあって、それを支援していくのだという位置づけ、こどもあるいは若者

の主体性を尊重するという意味がより強められるのかなと思っております。 

 ２点目は、７ページ目だと思うのですけれども、一文の中で「こどものウェルビーイン

https://www.cfa.go.jp/councils/shingikai/kihon_seisaku/


この資料に関する詳細は、こども家庭庁ホームページ「基本政策部会」ページ 

（https://www.cfa.go.jp/councils/shingikai/kihon_seisaku/）からご覧いただけます 

9 

 

グだけに注目し、保護者を始めとするこどもを支援する大人たちのウェルビーイングを犠

牲にする状況も避ける必要がある」という表現があって、趣旨は大変理解するものなので

すが、取りようによっては、こどものウェルビーイングを重視するということと大人の犠

牲を生むというところが並列で非常に近しく書かれると、こどもたちはどう読むかなとい

うところが少し気になりました。こどもたちは、保護者や先生方のお忙しさや苦労という

ものを日々目の当たりにする中で、相談できないなとか、独りで頑張らなくちゃという気

持ちになりやすいというところもあるので、こどもたちの視線を意識した表現としますと、

この一文はなくても伝わるのかなと思いました。代替する案としましては、こどものウェ

ルビーイングの実現には、それに関わる大人たちのウェルビーイングが欠かせない、です

とか、大人たちのウェルビーイングが前提である、とか、そういった表現でも趣旨として

は伝わるのではないかなと思い提案いたします。 

 ３点目、ちょっと長いですかね、ごめんなさい。インターネット利用の部分につきまし

て、現状議論されていますリスク評価と公表という方向性には賛同しておるものですが、

このリスクをどう評価するかという部分について、こどももそうなのですけれども、ぜひ

子育て当事者、保護者の皆さんへの調査、声というものもぜひ調査の上、反映していただ

きたいなと思います。というのも、事業者側のルールづくりというものがあっても、例え

ばペアレンタルコントロールであるとか、スクリーンタイムのコントロールというものは

できるけれども、保護者の皆さんになかなか実行までは半数とか６割ぐらいまでというよ

うな調査もありますし、何がそこのネックになっているのかという辺りを、実装に向けて

リスク評価の中に保護者視点というものをぜひ生かしていただきたいなと思っております。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございました。 

 ほかに御意見等ございますか。そうしましたら先にお手が挙がりましたので、木田委員

を先にお願いします。 

○木田委員 発言の機会をいただきありがとうございます。木田です。いつも岸田先生に

かぶせてしまうようで申し訳ないのですけれども、私もちょうどウェルビーイングのとこ

ろについて意見を言いたいと思っていたので、続けて発言させていただきます。 

 まず、６ページのところに、先ほど岸田先生もおっしゃったことの前のところですかね、

ウェルビーイングの定義のところに、今を生きるこどもたちが自己肯定感を持つことがで

き、こども自身がありのままで自分のことや周囲の環境に主体的に関わりながら、自身に

とって幸せな状態をウェルビーイングと定義づけていただいて、「主体的に」という言葉

を入れていただいたのは、前回の議論を踏まえていただいたのかなと思って感謝します。 

 他方で、基本的な方向性のところで、具体的には１の（１）にウェルビーイングの話が

あるのですが、ここにこどものウェルビーイングのことが抜け落ちているため、原文では

一読すると、保護者、大人のウェルビーイングが犠牲というところが目立ってしまったの

で、再掲になっても１の（１）のところに、こどものウェルビーイングとはということで、
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概要紙にもあるような、こどもの自己肯定感をもち、こども自身が主体的に自身にとって

幸せな状態を実現するというのがこどものウェルビーイングであるということについて、

書いていただいたほうが誤解がないかなと思って読みました。 

 こどものウェルビーイングというのはぼわっとした概念ですけれども、一つOECDの調査

では、こどものウェルビーイングというのは、こどもが主体的に社会に関わっていられる

こと、そして居場所があって安全を感じられる環境があるということ、そして楽観性でこ

どもが将来に希望を持てる感覚があることを挙げていますが、その要素が散りばめられて

いるかなと思っています。その中で今まで日本が弱かった、こどもの権利主体ということ

で、主体性ということはしつこくとも書いていただければなと思いました。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ただいまウェルビーイングの記述につきまして意見が続きましたが、内田委員まで行き

ましょう。内田委員、手を挙げていらっしゃいましたね。失礼しました。 

○内田委員 内田です。ありがとうございます。 

 私からは３点お願いしたいと思います。 

 先ほどの流れに絡めると、ウェルビーイングの件がまず１点目で、資料１に、「自身に

とって幸せな状態（ウェルビーイング）」というのがあるのですけれども、こどもに対す

る対策でのウェルビーイングを考えるときには、今のウェルビーイングと将来のウェルビ

ーイングの両方が実は非常に重要だと思っていまして、今が楽しいというだけではなかな

か本当の意味でのウェルビーイングは実現しづらい。例えば努力をしたりして、将来の夢

に向かうというキャリア支援も実は含まれている概念だと思いますので、ここに例えば「現

在と将来にわたっての」などを入れることを御提案したいと思います。 

 次に、例えばAIの問題は少し述べられているのですけれども、全体を通してAIの話が今

のこどもや若者を考える上ではもう少し書き込むことが必須ではないかと思っています。

現状ではAIがつながりというものを阻害しないようにというぐらいの文言でしか出てきて

いないように思いますが、こどもや若者政策にとって非常に重要なことの一つとして、AI

がキャリアを取って代わってしまうのではないかという不安への対応 

も含まれると思います。これは国がある程度政策としてきちんと考えていかなければいけ

ない非常に重要なポイントではないかと思いますので生成AIと将来の雇用やキャリア支援

の関係についても言及があったほうがよいのではないかと思いました。 

 最後が、同じように資料１の図表のところになるのですけれども、（３）で若者が希望

を持ち選択を実現できる環境の整備について、先ほど同様、AI社会の中でキャリアをどう

実現するのか、どう守っていくのか、若い人を積極的に雇用して、その方々のキャリアア

ップというものをどう考えるのかという視点をここで入れておいたほうがよいのではない

かと思いました。必要なキャリア支援というものをぜひとも御検討いただければと思いま

した。 
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 以上です。 

○松田部会長 貴重な御意見ありがとうございます。 

 秋田委員、お願いします。 

○秋田委員 ありがとうございます。 

 事務局のほうで大変分かりやすくまとめてくださいましたこと、まず感謝、御礼を申し

上げたいと思います。この素案と概要以外に、これが固まりましたらぜひこどもや誰もが

見ても分かるようなポイントだけのグラフィックを入れたようなものをお出しいただける

といいなというのがまず１点目です。こども向けに今まで出してきたようなものをぜひ出

していただきたいです。 

 それから、２点目でございますが、最後の26ページに中長期的な課題となる取組という

ところがございます。ここのまず１つ目の○のところが、まんなかを頑張るよということ

が書いてあるのですけれども、「地方公共団体や民間企業、関係各府省庁を巻き込んで」

と書いてあるのですけれども、ぜひ国の組織として、こども家庭庁がまずは関係各府省庁

を巻き込み、それから地方公共団体や企業という順序ではないのかと思ったというところ

です。あと最後のところに、ぜひともエビデンスとか調査が大事ということだけではなく、

こどもまんなかの「はじめの100か月の育ちビジョン」の中で、こどもまんなか社会で育っ

たこどもが、またこどもまんなか社会を支える大人としていくのだという循環型の社会の

イメージを打ち出しております。こどもがまんなか社会で大事にされ、主体的に参画する

ことによって、また次の世代へ未来をつくっていくのだというような、中長期的な世代伝

承とか継承ということがここに書かれるといいのではないかと考えます。そして、調査研

究のところでも、こういう組織で専門な調査機能も重要ですが、併せてこどもの意見を常

に聴き続けるというようなものと併せて中長期的に行っていくというような、中長期にな

ると高度になっていくのではなく、中長期になっても原点と同時に循環していくというイ

メージが必要ではないかと思います。 

 あと、最後のところで、前にもお話ししたのですが、これは難しいのかもしれないので

すけれども、若者とか、青少年とか、こどもとか、いろいろな言い方が同じ年代層を指し

ています。これは統一ができないのか、政策名称とくっついているために難しいのか分か

りませんが、統一感があるものにするか、注記を入れていただいたほうが分かりやすくな

るのではないかと思いました。 

 そして最後に、持続可能な体制とか、13ページ並びに９ページ辺りで、こどもを支える

大人側の人手が足りないのだということを前回お話しいたしまして、厚く書いていただい

たのはありがたいと思うのですけれども、やはり体制だけではなくて、その人たちの働き

方を見直していくとか、もう少しここのところにもウェルビーイングということをきちん

と入れていただくことが、こどものためにどんどん長時間になっていったり、やはり人手

が足りないとより大変なので、その辺りについてのウェルビーイングという言葉をここに

も入れていただけるといいのではないか。持続可能な体制の質を上げるためには、そうし
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た体制が必要ということを述べていただけたらと思う次第です。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ここまで数多くの点を御指摘いただいたと思います。有村先生からは、インクルージョ

ンの言葉の定義や使い方、岸田委員からは、少子化対策とウェルビーイングを両輪として

という書きぶりの表現を工夫できないかなどについて、そして木田委員と内田委員からは

ウェルビーイングの書きぶり、そしてAIについて、キャリアについての視点という新しい

視点も出されました。最後に秋田委員からは、こども向けの版もつくるべきだと、これは

大事な点であります。また、人材としての循環型社会のイメージですとか、このような様々

な御提案、御意見をいただけたと思います。 

 ここまでの御意見につきまして、事務局のほうから回答をお願いしたいと思います。 

 田村参事官、お願いします。 

○田村参事官 今、部会長からもお話がございました。また、先生方から御意見をいただ

いたところでございます。まさにインクルージョンの表現ぶりですとか、統一がちょっと

取れていない部分もあるというようなことでございましたので、そこは表記の整理をさせ

ていただきたいと思っております。 

 また、ウェルビーイングの記述についての御意見も岸田先生からもいただきましたし、

木田先生からもいただいておりますので、そこの部分についても工夫したいと思います。 

 有村先生から、こどもの状況から学ぶ姿勢も重要だというような御指摘もいただいたと

ころでございます。この記述に入れるかどうかは別として、それぞれの事業をやっていく

中で、いろいろな立場にあるこどもを、まさにこどもをまんなかに置いて、こどもの視点

で取り組むということは我々としては基本中の基本だと思っておりますので、そういった

視点で取り組んでいくことは必要だと思ってございます。 

 また、秋田先生からのこども版の分かりやすいもの（資料）という御提案もいただいた

ところでございます。確かにこの実行計画自体はずっと文章が続いておりまして、基本的

に役所で取り組む施策をずっと書いているものでございますけれども、今回の柱で伝わる

広報というようなことも入れているところでございますので、我々のほうでもそこは工夫

したいと思います。 

 あと、秋田先生から、若者、青少年の表記の部分が分かりづらいのではないか、統一が

取れていないというような御指摘もいただきました。確かに、例えば施設の名称であると

か、施策の固有名詞的なものはまさに固有名詞としてセットされておりますので、なかな

か変えづらいところというのは、今までの積み重ねもございますので、そこは難しいテク

ニカルな部分、検討が必要なところもございますけれども、できる範囲で我々も工夫して

いきたいと思っております。 

 また、大人への支援の中で、まさに支援をする大人の働き方の見直しとかウェルビーイ

ングといった視点も重要だという御指摘もいただきました。今回、施策として盛り込んで
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いるものの中には、例えばですけれども、学校の先生方のDXの推進といったものにも取り

組んでいるところでございますので、そういったものを分かりやすく表現できるかどうか、

そこはまた検討させていただきたいと思います。 

 インターネットの利用環境の整備の話でございますとか、AIの関係等について、また秋

田先生から若者の関係もコメントいただいておりますが、それにつきましては中村局長の

ほうからお願いできますか。 

○中村局長  

 まず、インターネットのリスク評価の関係、岸田委員からいただきました。まさにそう

いうところは必要だと思っていまして、インターネット、デジタルの関係は、この基本政

策部会でもいろいろ御意見を駒村先生も含めていただきまして、年内かけて１つパッケー

ジをつくっていかなければいけないと思っているのですけれども、年末のピンポイントで

どうするかということも大事なのですが、デジタルの技術はどんどん動いていきますので、

今後どういう視点で見直してリバイスしていくのかというメカニズムもすごく大事だと思

っていまして、そのメカニズムをなす大きなものはリスク評価だと思っています。 

 10ページのところで、幅広いステークホルダーの参画を持ちながらというのは、まさに

プロバイダーもそうですし、我々もそうですし、あとはこどもまんなかですからこどもの

意見もそうですし、保護者もそうですし、教育の場で携わる方も含めて、そういった方々

の意見を聴きながら、一緒になってそういうメカニズムをつくっていくことが大事だと思

っております。 

 また、生成AIのところは全く岸田先生がおっしゃるとおりだと思います。ここでは逆説

的に、そういうものがあるからこそ愛着が大事だという文脈で書かせていただきましたけ

れども、そもそも生成AIが、インターネットもそうですけれども、こどもの生活にものす

ごく食い込んでいて、それがこどもの将来もそうですし、保育の在り方であるとか、こど

もの成長の度合いとか、より深いところで大きな影響があるのではないか。これは駒村先

生の脳科学の話と関係すると思うのですけれども、そういったところに思いを致すべきで

すし、雇用の関係もそうですし、あと、決して負の面ばかりではなくて、インターネット

もそうなのですけれども、居場所も含めて、あるいは学びの上で、プラスの面もあるとい

うこともきちんと書いておくべきだと感じました。 

 最後、秋田先生のピースだというのはまさにそうだと思っていまして、子ども・子育て

支援金のときに、こどもを持たない人が何で払わなければいけないのだというときに、こ

どもを持たないという御選択をされた方も昔はこどもで、その当時、社会からサポートを

受けたでしょうと。それはそれで世代が替わるとサポートする側に回らなければいけない

のですよというような説明をした覚えがあるのですけれども、こどももそうですし、社会

がどんどん輪廻というか変わっていく中の一つのピースです、参画者なのですということ

は、いろいろなところで訴えていかなければいけないと思いました。 

 ありがとうございました。 
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○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして御意見のある方は。 

 駒村委員、お願いします。 

○駒村委員 ありがとうございます。 

 今も何度か言及いただいたので、付け加えておいたほうがいいお話も言っておいたほう

がいいかなと思いました。 

 資料２の11ページの４段落目からが、唯一、この実行計画の中で生成AIについて言及さ

れている部分ですけれども、正直言ってこの書き方だと、ずばり言うと、何を言わんとす

るかよく分からないです。 

 まず、生成AIがこどもたちの中で深く浸透する。これは民間の調査があって、対話型生

成AIを10代の世代がどのくらい使っているか。他の世代よりもはるかに使っている。それ

から、何を相談するかというと、人生とか、友人とか、そういったことを相談している。

しかも、極めてこの世代は生成AIに対して高い信頼度を持っているということが民間の調

査で分かってきている。 

 前回も御指摘したように、今、アテンション資本主義みたいな状態で、マーケットでア

テンションをどう集めるかだけに非常にアルゴリズムが工夫されている。開発者はもうそ

の発想で考えていますし、企業もどれだけ注目を集めるかということだけで、生成AIがい

かに使われることを目的にしているだけで、実は、多くのAI開発において、開発者の中に

精神的な問題を研究している方が入っているわけでもない、哲学的な考え方をやっている

人がいるわけでもない。こういう生成AIあるいはSNSの課題があると。 

 今の情報を前提にして、最近非常に気になる論文がスタンフォード大学やキングス・カ

レッジから出ているのは、相談する相談型のAIが非常に忖度をしてくれる。回答者に対し

て優しい。もちろん相談できないよりははるかにましだろうとは思います。しかし、人間

と相談する難しさに比べると、AIに相談するだけのほうがまだましではないかみたいな見

方もあるのですけれども、優しいだけで本当に大丈夫なのか。この研究論文は何を意味し

ているかというと、自分が倫理に反するようなことをしたとしても、いいよいいよと、た

まにはそういうこともあるのだよと、注意はしないという。つまり、どんどん迎合してい

くということで、論文の中では独りエコーチェンバーみたいな、要するに自分が正しいと、

AIのサジェスチョンが正しいということになる。ほかの人は正しくないのだと、間違って

いるという形で、他人との関係性をどんどん絶つかのような方向に向かっていくのではな

いかというのが何本かの研究論文から来ているのです。 

 したがって、11ページに書いてある、改めてつながりが大事であることが認識された云々

では、あまりにも価値ニュートラルというか、AIやインターネットの依存の問題に関する

ことがはっきり書いていなくて、どう読んでいいか分からないので、もうちょっと課題を

指摘しておいたほうがよいのではないか？さっき内田先生からキャリアの問題の指摘もあ

りましたけれども、人間関係の形成や社会性についてもメンタル面で悪影響を与え得ると
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いう研究も出始めていますので、この表現はもうちょっと踏み込んでもいいのではないか

なと思いました。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ほかに御意見のある先生。 

 櫻井委員、お願いします。 

○櫻井委員 櫻井彩乃です。取りまとめいただきありがとうございました。前回の議論も

しっかりと反映してくださって、感謝申し上げます。 

 私からは、21ページの「プレコンセプションケア推進５か年計画」に関する意見をさせ

ていただけたらと思います。性や健康に関する正しい知識の普及や相談支援は、若者とい

ろいろな取組をする中で非常に重要だと思っております。一方で、日本においては、性や

健康に関する知識が健康管理や将来の妊娠・出産に偏って受け止められやすく、自身の体

や人生について自分で決める権利、ボディ・オートノミーに関する理解や普及が依然とし

て十分ではないなと思っております。 

 「プレコンセプションケア推進５か年計画」においても、その要素が少ないのではない

かなと思っています。プレコンセプションケアの推進に当たっては、健康やサービス提供

の観点のみならず、Sexual and Reproductive Health and Rights、性と生殖に関する健康

と権利の観点を踏まえながら、体の自己決定ですとか性的同意、多様な性の在り方、家族

の在り方の尊重、ジェンダーの部分、ライフデザインの尊重など、若者を含む幅広い世代

に関係することをもうちょっと要素として入れ込んでいく必要があるかなと思っています。 

 文章内にも、生命の安全教育に言及されていると思いますけれども、生命の安全教育で

すとかデートDV講座、多様な性に関する講座などは様々な学校で行われている一方で、ま

だまだ少なくて、生命の安全教育も、幼稚園、小中高等学校、特別支援学校の３万8171校

のうち、実際に国の「生命の安全教育」の教材を使っているよと回答した学校は5,663校、

14.8％と非常に少ない状況です。生命の安全教育もなかなか行われていない中で、次、プ

レコンとなると、また実際には行われていないという状況がつくられてしまうのではない

かなと思うので、ここはしっかり取組を進めていただけたらなと思いますし、やはり地域

の差ですとか、教員とか自治体の理解がまだまだ追いついていない領域でもあるなと思う

ので、ここもより一層取り組んでいただけたらなと思っております。 

 あと、結婚、妊娠、出産、中絶、避妊など、こういったSexual and Reproductive Health 

and Rightsのテーマに関しては、政策的にもまだまだ自己決定できない状況が日本はあり

ますので、こういったところも併せて進めていく必要があるのではないかなと思います。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ほかに御意見のある方。 

 では、青木委員、お願いします。 
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○青木委員 これまで多様な意見もある中、このように実行計画をまとめていただきまし

て、ありがとうございます。 

 私のほうからは主に４点挙げさせていただければと思っておりますまず14ページのとこ

ろですが、今回この実行計画では体験活動に関する記述を充実していただいて、大変あり

がたいと思っております。その中で特に今、課題になっているのは、いかに情報が不足し

ているとか無関心層にこういう体験活動に興味を持ってもらうのかといったところ、そこ

をきちんと取り入れていただいているというのは、我々としては非常にありがたいところ

だと思っています。 

 あわせて、私も立場が大学から実践の推進の立場に移りましたので、より我々が大事に

しているところとしては、体験の場というものはあるのですが、そことこどもたちがうま

くつながっていないという、無関心だけではなくて、その場所があることをあまり知らな

いということもあって、体験の場や機会とこどもたちとのマッチングということも課題の

一つになっております。ですので、体験の場や機会とのマッチングといった視点を入れて

いただけるとありがたいなと思うところです。 

 ２点目は15ページになりますが、⑧のこどもや子育て家庭の居場所づくりの推進のとこ

ろですが、ここでもこどもたちの居場所づくりの推進ということで、地域での肯定的な体

験を増やしていくとなっておりますが、こどもたちの放課後の活動の中で今、課題になっ

ているのは、学童は特にそうなのですけれども、こどもたちがその時間を過ごしているだ

けになっていって、活動の内容が不十分といった課題を感じている学童も多いと聞いてお

ります。ですので、ここではそういった場を増やしていくことだけではなくて、学童の内

容の充実であったり質の向上、また、それを図っていくためには、そこでこどもたちを支

援していく支援者、教育者の質の向上といったことも必要になってきますので、そういう

観点もここに併せて入れていただけるといいのかなと感じております。 

 続いて３つ目が少し飛ぶのですが、細かい話になりますが、21ページの「若者政策の推

進」の１つ目の段落の最後のところに「失敗しても再挑戦できる社会」と書かれています

が、私自身、「失敗」という言葉があまり好きではなくて、うまくいかないことはたくさ

んあると思うのですけれども、失敗と思ってしまったらそれで終わってしまうので、ここ

で「失敗」と書くよりかは、いつでも再挑戦できるとか、何度でも再挑戦できるみたいな

言葉のほうが、人生失敗したと思ってしまうよりかはいいのかなと。ただし、失敗してい

ることをやり直せるというメッセージのほうが若者に伝わりやすいのだったら、この「失

敗」という言葉でもいいと思うのですが、それは受け取る側の問題なので、どういう受け

止めになるのかというのは若い委員の先生にお聞きしてもいいのかなと感じています。 

 最後、４つ目なのですけれども、20ページに（３）で「若者が希望を持ち選択を実現で

きる環境の整備」というふうにタイトルがあるのですが、私の読み込みが足りないのかも

しれませんが、どこが環境整備につながっているのかというのが具体的に読みづらくて、

これまで夢の話とか、ここは言葉がすごく難しいことがあって、具体的に書いていただい
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ていたものを、もしかするともう少し抽象的に全体的に書かれたのかもしれないのですけ

れども、それが逆にどうやったら若者の希望を持ち選択を実現できる環境につながってい

くのかがいまいち見えづらくなってしまったのかなと思って、私が読み込めていないだけ

かもしれませんが、もしここがそうなのだということがあれば教えていただければなと思

いました。 

 以上、４点でございます。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ただいま青木委員から、こどもたちの体験活動の場を設けたとしても、それが十分知ら

れていないのではないかという御発言もありました。ここに関わる御意見としまして、本

日御欠席でありますが、金井委員が意見書を提出してくださっております。意見書の代読

を事務局にお願いしたいと思います。 

○田村参事官 金井委員から意見書をお預かりしております。お手元に資料３として配付

しておりますので、私のほうから代読をさせていただきます。 

本計画素案24ページに記載された「こども施策や子育て支援策等の広報啓発の推進」の手

法について当事者目線での具体的施策へ反映することを求めます。 

 私、（これは）金井委員のことでございますが、私は父を高校３年生の頃に亡くしまし

た。当時の私は、経済的・精神的に最も支援を必要としていたにもかかわらず、奨学金制

度や子ども食堂といった「私を助けてくれるはずの情報」には一切行き着くことができま

せんでした。様々な支援があると知ったのは、大学生になってからです。 

 国がどれほど手厚い制度を作っても、それを必要とする当事者が存在を知り、活用でき

なければ、その制度は存在しないのと同じです。「伝える（情報を出す）」ことだけでは

なく、「伝わる（相手に届き、理解される）」ことが大切だと思います。 

 待っているだけでは、孤立しているこどもには届きません。学校のタブレット端末、SNS

広告など、こども・若者が日常的に目にする生活動線への情報配置を考慮していただきた

いです。 

 また、「助けて」と言いづらい雰囲気、制度を利用することへの「引け目」を感じさせ

ないことも必要です。子ども食堂や支援団体が、単なる救済の場ではなく、地域の当たり

前な居場所として伝わる取り組みが求められると考えています。 

 情報の受け手であるこどもの視点に立ち、「情報格差が支援の格差を生んでいる」とい

う現状を打破していく必要があります。いくら制度の数を増やしても、アクセスできない

当事者が取り残されている限り、それは真のこどもまんなかとは言えないのではないでし

ょうか。 

 伝わる広報を盛り込んでいただいたので、ぜひ実効性のある施策を講じていただきたい

と、当事者として強く期待します。 

 このように御意見をお預かりしています。 

○松田部会長 代読ありがとうございました。 
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 もう一方御発言いただいてから、事務局からまとめて回答をお願いしたいと思います。 

 先ほどからオンラインで石井委員が手を挙げてくださっておりますので、石井委員に発

言をお願いしたいと思います。 

○石井委員 ありがとうございます。石井です。本日、オンラインでよろしくお願いしま

す。 

 まず、先月も言いましたけれども、４月から娘が小学校に通っておりまして、学校とか、

学童とか、ここで話されている体験機会の提供などを親として味わっていて、本当に仕組

みとして助かっているなと思いますし、それがなければシングル家庭である私は全く仕事

ができない状態なので、この取組というのが本当にありがたいなと一人の親として思って

います。まず感謝申し上げます。 

 事務局の皆様、本当に全体的にこの何回かの議論をうまくまとめてもらっているなと思

っています。 

 その上で３点申し上げたいのですけれども、１つは今、金井委員の意見をお話ししてい

ただいたように、広報活動のところを書いていただいて、私も協力しますので、これをぜ

ひしっかり具体化していっていただきたいなと思っています。ここで話されている議論や

この内容一つ一つがすばらしいコンテンツになると思いますし、今回の１項目ごとにユー

チューブで30分番組を余裕で１個ずつ作れるなと思うと、結構長大な発信をし続けないと、

先ほど金井委員の意見を言ってもらったように、伝わる、見てもらえるというところまで

行かないなと思っています。本当に専用のユーチューブチャンネルを持って、NHKとかとも

連携しながら、面白いコンテンツをどんどん作って、それで理解してもらうみたいなこと

も含めて、腰を据えてじっくりやっていく必要があるのだなと感じています。それが１点

目です。 

 ２つ目は質問なのですけれども、④の「誰もが安心して妊娠・出産・子育てできる環境

の整備」なのですけれども、無痛分娩の推進というのはすごく意義があるなと思っていま

すが、私が住んでいるエリアだと、田舎でして産婦人科がないのです。そうすると、私の

周りが特殊なのかもしれないのですけれども、助産師さんによる自宅出産みたいなものも

比較的多い地域でして、助産師さんによる自宅出産であったり、助産院での出産みたいな

ことについては、国としてどういうふうに考えていらっしゃるのか。基本的には安全なの

で病院に行ってもらいたいなのか、地域医療の問題の中では、医療的に安全であれば、助

産師さんをどう活用していくのかというのは、何となく友人たちを見ていても、コストの

面においてもそういったものをどう活用していくのかというのも④においてはすごく重要

なのかなと個人的には思っておりまして、ぜひ国の考え方を聞かせていただきたいなと思

っています。 

 最後、３つ目がこどもを支える大人たちへの支援というところです。保育士・幼稚園教

諭の処遇改善とか環境整備みたいなことがいろいろ書かれているのですけれども、ここは

本当に個人的な話なのですが、私の娘を見てもらった保育士の先生が非常にいい先生で、
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20代の先生だったのですけれども、娘が卒園したと同時に保育士も卒業されてしまって、

今は違う仕事に就いておられます。それが何人かいらっしゃって、皆さん優秀でいい方が

いろいろな理由で辞めていかれると。 

 一般企業で考えると、今、優秀な若者をどうキャリア形成してつなぎとめていくかは非

常に大きな課題なのです。弊社でも高卒生とか大卒の新入社員が、４～５年すると優秀な

社員ほどちゃんとつなぎとめて将来を見せていかないと辞めていきます。なぜなら選択肢

が無数にあるので。当然環境整備ということも重要なのですけれども、どういうふうに魅

力的な職場とか魅力的な職業にしていくのかということは、若手は民間企業と取り合いに

なっていく世界観になっていくと思いますので、そこら辺を見据えた、ただ処遇改善する

だけではなくて、もう終身雇用の時代では当然ないので、場合によっては民間企業に行っ

てまた数年後、やはり保育士がいいというので戻ってきてもらえるような仕掛けとか、一

般企業だと人事がそこをずっと頭を悩ませて四六時中考えている方がいるのですけれども、

そういう役割がどういうふうに今、担われているのかということも含めて、ここについて

は結構力を入れていかないと、優秀な先生に続けてもらうというのは難しいなと感じてい

ます。ここは意見でした。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ここまでに駒村委員からは生成AIの記述に関して、そして櫻井委員からはプレコンの記

述と内容に関して、そして青木委員からは体験の場の情報発信ですとか、あるいは居場所

づくりの下で働く教職員の質の向上、あるいは待遇も関わるかもしれませんが、などにつ

いて御意見いただきました。そして、金井委員と石井委員からは、情報をしっかり若者、

こどもに届けることの重要性とともに、最後に、こどもを支える大人たち、保育士はじめ

そうした方のキャリア形成や処遇改善、これは秋田委員にも先ほど御指摘いただいたとこ

ろでございます。たくさんの意見が出されたかと思います。 

 これらにつきまして事務局のほうから御回答をお願いします。 

○中村局長 私のほうから。 

 まず、駒村先生、ありがとうございます。本当にそこはよく先生とも議論したいと思っ

ていまして、先生の問題意識は非常に僕も共有しております。大人でさえ生成AIとの会話

の中でいろいろな判断をしてしまう。それがましてやまだ成長途上にあるこどもたち、就

学前のこどもたちも今やインターネットに触れて、まだ日本ではそれほどありませんけれ

ども、実際ナーシングのロボットみたいなものが海外ではあって、そういうものは便利な

のでやってしまうのですけれども、こどもがAIと会話することが親との会話よりも多くな

ったときに何が起きるのか、まだ科学も追いついていない、調査もこれからしていかなけ

ればいけない世界なのですけれども、先ほど申し上げたように、保育の在り方も含めて相

当大きな影響を与えるものではないかと思っております。 

 だからこそ、ここに書いてあるように、人との愛着形成がさらに重要になっていくとい
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うことを書いたつもりでありますけれども、一つはそこの深刻度合いが分かりにくいとい

うことであれば、書かなければいけない一方で、リスクがあるからといって、リスクだけ

を言えばいいのかというと、きちんとポジティブな面もあると思いますし、そのポジティ

ブな面とリスクの面の両方を見た上で、どうルールとか規制とかリテラシーをやっていく

のかという話がありますので、そこも含めて丁寧に書かせていただきたいと思います。 

 あと、プレコンセプションケア、櫻井先生、ありがとうございました。２つ記述があり

まして、12ページには、「誰もが安心して妊娠・出産・子育てできる環境の整備」の下か

ら２つ目の段落にプレコンセプションケアと書いてありまして、もう一つは御指摘いただ

いたように若者のライフデザインの中で書かれております。２つあるのですけれども、そ

ういう中で前者のところは相当狭いというか、かなり問題意識を特定して、妊娠・出産・

子育てというものについて正しい認識を持ってもらうためにやっていこうということでや

らせていただいておりますけれども、ただ、それがそういう局面を絞ったところだけでは

なくて、若者のライフデザインを決めてく上では、もうちょっと櫻井さんがおっしゃった

ようにプロチョイスというか、きちんと主体的に決めていくというようなところも含めて

やっていく必要があるかと思っています。それをプレコンセプションケアという中でやっ

ていくのか、もうちょっと大きなライフデザインでやっていくのかというのは整理が必要

かなと思っていましたけれども、書きぶりがどうできるのかは検討したいと思います。 

 あと、石井先生から、ありがとうございました。助産師ですけれども、当然助産師、き

ちんと何ができるかということを書いてありますので、正常分娩で手がかからないところ

ではきちんと活躍していただきたいと思いますし、困難な場合にも、医師との連携を取っ

てやっていただきたいと思っています。それが立場ですので、そこをきちんと明記できる

かどうかは検討したいと思います。 

 保育士のところは、まさにおっしゃるとおり人材不足の中、どうするのか、非常に大き

な課題だと思っています。保育専門委員会でもよく議論しておるところですけれども、そ

ういった一旦辞めた方も含めて、潜在保育士という方が百万単位でいるという中、そうい

う方にどうやってもう一回働いてもらうのかというところはよく検討していきたいと思っ

ています。 

 ありがとうございました。 

○田村参事官 私のほうから、広報の関係で先ほど石井委員から御指摘いただきました。

また、金井委員からも意見書をお預かりしているところでございます。 

 実は私自身の話をさせていただきますと、４月に着任する前は内閣広報室というところ

におりまして、官邸の広報を担当しておりました。そこでずっと思っていましたのは、霞

が関全体として、政策をつくるところはすごく頑張るのですけれども、そこに広報の視点

はあまりなくて、出来上がりだけがいきなり広報のセクションに回ってきて、あとは広報

よろしくねというのが大体いつものパターンです。これだとなかなか伝わる広報はできな

いなというのは、ずっともどかしく感じておりました。 
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 こども家庭庁に来て結構びっくりしたのは、もちろん広報の担当もいるのですけれども、

庁内横断的なプロジェクトチームというのがあって、それぞれのセクションの人がそこに

入っているのです。つまり、広報の仕事は広報の担当がやるのではなくて、それぞれの担

当自らが広報の視点を持ってやっていくという姿勢で取り組んでおります。 

 もちろん、こども家庭庁の広報がすばらしいというふうに胸を張れる状態ではないのか

もしれませんけれども、こういった仕組みを使いながら、私自身もこのチームにも参加を

させていただいて、広報の仕事を広報（担当）に任せるのではなくて、それぞれのセクシ

ョンのそれぞれの職員が広報マンという視点で取り組んでいきたいと思っておりますので、

しっかりそこは取り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 それでは、ここまでで半分以上の時間を経過しておりますが、まだ御発言いただいてい

ない方が多数いらっしゃいます。ぜひその方を優先して御発言をお願いしたいのですけれ

ども、どなたかいらっしゃいますでしょうか。 

 オンラインで手を挙げていらっしゃいますね。矢島委員、お願いします。 

○矢島委員 ありがとうございます。矢島です。 

 これまでの議論を踏まえて、事務局の皆さん、優秀でアグレッシブな働き方をされてい

るので、すごくよくまとめていただいて、今までの意見を踏まえて、この資料はよく書き

込まれていると思うのですけれども、だんだんこれは何だったのだろうかというのが分か

らなくなってきているようなところもあるのかなと思うのです。 

 ５か年めどで大綱をつくっていて、その後、単年度で回していきますという話で、単年

度で回すのは大変ですよねという話をしたと思うのですけれども、これは2026の計画なの

ですよね。私もその辺がよく分からなくなってきたのですけれども、単年度の計画として

考えると、また新しい視点とかが出てきて、いろいろな方の御意見をよく聞いてまとめて

くださっているし、世の中もどんどん変化していくからそうなっている部分もあると思う

のですけれども、ただ、これを来年もやるのかなと思ったときに、大綱で示した５年間の

目標というものを、５年はあっという間なので、単年度、一年一年で今年はこれをやりま

す、今年はこれをやりますというのを実際にもう少し具体的に確認していかないと、５年

間たったときに大綱で目指したものが本当に実現できるのだろうかと。大綱で見えていな

かった新しい視点は出てきたけれども、実際に実現というのは難しい状況になっていると

いうこともあり得るのではないかなと思っています。 

 よく読むと、後半のほうの行うべき施策の中には、令和８年にこれをするということを

意識して書かれている部分もあるのですけれども、必ずしもそうでないところも多く見ら

れますし、最後のほうに現状の数字というのもよく整理されているのですけれども、一般

的な計画は、目標値があって現状の数字があるという状況だと思うのですが、今回のもの

は、基本的には今回取り上げている課題の現状を示す数値を挙げられているので、この数
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字を今後どうやって見ていくのかなというのもよく分からない状況になっているかなと思

います。 

 ですので、本当によくまとめていただいているのですけれども、令和８年に確実にやる

ことをもう少し明確にしていただけるといいかなと思いました。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 それでは、続きまして椎木委員、お願いします。 

○椎木委員 ありがとうございます。 

 私からは、12ページの④「誰もが安心して妊娠・出産・子育てできる環境の整備」の項

目について申し上げたいと思います。 

 まず、病児保育の記載がないというのが気になっておりまして、31ページに病児保育の

利用者数を御記載いただいていて、133万人と記載されています。従前から申し上げている

ように、今まで何度も病児保育利用を希望しているのですけれども、一度も予約に間に合

わず利用できたことがないのです。そういった潜在的な利用希望者を含めるとより膨大に

なるのではないかとも思いますし、当日だったりとか予約なしでも空きがあれば予約でき

るような使いやすい病児保育を目指して、施策にも病児保育を明示的に位置づけていただ

きたいと思っております。 

 ２つ目に、④の中で「SNSも活用しつつ相談支援等を行う取組を、地域における身近な相

談機関を普及・活用しながら推進」と書かれているのですけれども、現状、親子のための

相談LINEというのはこども家庭庁さんでやられていると思っていて、それを使ってみたの

ですけれども、私が住んでいる自治体では問答無用で児童相談所に接続されるという仕様

になっていて、日常的な悩みだとか、すごく薄い悩みとかで気軽に問合せできる窓口には

正直なっていないかなと思っています。ですので、軽度の子育ての悩みだったりとか、ま

たは緊急の介入を要する重度のケースまで、グラデーション的に窓口として受け止められ

る設計を御検討いただきたいと思っています。 

 最後なのですけれども、Ｘでつわりのつらさについての投稿が最近バズっていて、それ

が400万リーチを記録していたのです。なので、それを受けて、私がこども家庭庁に伝えた

いことはありますかと意見を募ったところ、17万人の方に御覧いただいて、すごく多くの

意見をいただいたのです。その中で、つわりについてもっと知ってもらいたいという意見

がすごく多くて、申し上げたいと思います。 

 現状、つわりの薬がライセンス契約を昨年12月に結ばれていて、ただ、国内発売は2030

年の見込みなので、まだまだ先の話になってしまっているので、そこの前倒し、国内承認

プロセスの加速をこども家庭庁さんからも働きかけていただきたいというところ。 

 あとは、つわり休暇というものが現状ない状況で、生理休暇は労基で認められているも

のの、そういったものが存在しなくて、第二子に踏み切れない一番の理由がつわりなのだ

という意見もすごくよく聞かれました。ですので、そういったつわり休暇の法制化に向け
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た検討もぜひこの書にまとめていただけるとうれしいなと思っております。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、新保委員、お願いします。 

○新保委員 ありがとうございます。 

 私からは、若者施策をこれから先、充実していくということが多分求められてくるのだ

ろうと思います。それを考えたときに、2026のこの目標期間の間に、若者の意見反映が具

体的に実現したという何かをつくりたいなという感じがします。我が基本政策部会の下に

ある委員会の中では、自分たちの意見がただ言うだけではなくて実現されたかどうかとい

うことをすごく大事にしているということを感じています。なので、そろそろこれは具体

的に反映したのだというものを何かつくりたいなと思います。できれば2026年の間にした

いなと思います。 

 具体的な政策で若者政策ということを考えるとするならば、こどものほう、もう少し小

さいほうは、こども家庭センターと児童相談所で何かつながっているようなところがある

のですが、そこもまだ十分ではないのですが、子ども・若者総合相談センターとこども家

庭センターもあまりつながっていないかなとか、児童相談所ともあまりつながっていない

かなと感じるので、子ども・若者総合相談の場所とこども家庭センターをつなげるという

ことが特に喫緊でやるべきことではないかなと感じます。今回の計画の中には残念ながら

そこはまだ入っていないかなと思います。入れることができたらいいなと思います。 

 ３つ目として、今、国の事業ですが、こども・若者支援人材バンクというものに関わら

せていただいていて、実際に自分が体を動かしてやっているところがあるのですが、実際

に児童養護施設とか児童相談所を訪ねさせていただくと、やはり人材を集めることに物す

ごく苦労しているということがあります。そして、自治体間で奪い合いが起こっていると

いうことも感じるところがあります。そして、公と民の間での奪い合いも起こっている。

人材のこと、こどもを支える大人への支援ということを書いてありますが、これも急いで

やるべきことかなということを改めて感じております。 

 以上でございます。 

○松田部会長 ありがとうございました。 

 続きまして、小泉委員、お願いします。 

○小泉委員 皆さん、こんにちは。 

 僕は、25ページの④「こども施策や子育て支援策等の広報啓発の推進」というところで、

すごく個人的な意見になるのですけれども、僕は今すごく大変な状況になっていまして、

僕はずっと言っていて、SNSの部分で伝える広報から伝わる広報に転換していくというこ

とは非常に大事なことだと思っていて、誰に対しても分かりやすく、どういったところに

どういった施策がある、どういったところでどういった支援があるというのを分かりやす

く伝えていくということは非常に大事なことだなと常々思っています。ただ、僕は今、『恋
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愛病院』という石丸伸二さんが出ている恋愛リアリティーショーが昨日ちょうど終わって、

実は僕のちょっとしたデリカシーのない発言がぽろっとあったのを、うまく脚色されて、

番組でうまく出て、それが今日Yahoo!ニュースのトップとかになっていたりして、今すご

い数の誹謗中傷というかが来ている状況で、明日、実は文春砲という形で、週刊文春から

も僕の記事が出てしまうような状況になっているのです。 

 よくも悪くもなのですけれども、意図せず広がることもあるわけであって、この部分で

しっかりとコンプライアンス、もちろん伝わる広報というところで、短く端的に話すとな

ると、伝わるかもしれないし、拡散されるかもしれないのですけれども、そこに向けて本

当に小さい単語単語が意図せぬ方向に広がっていくということは非常にあると思っていて、

なので、コンプライアンスの部分はしっかりと対策するということと、短いところだけで

はなくて、短いところだけを切り抜いたものではなくて、しっかりと長い部分、先ほど石

井委員が言ったように、しっかりと長いロングのメディアをして、ちゃんと何かあったと

きに、こういうことを実は伝えたかったのだよということを言えるような状況をしっかり

と二策、三策講じていくのが非常にいいのかなと思っていました。 

 僕も少しバズらせるために実験的に、僕は料理をやっているのですけれども、料理をす

るので洗い物とかは人に任せたいみたいなことを言ったらそれがすごく炎上してしまって、

そこからの流れで今、２日間で6000万インプレッションぐらい、6000万人ぐらいに見られ

ているというのがあったのですけれども、確かに認知は広がって、フォローはすごく増え

たのですけれども、その分いろいろな意見があって、僕のところに非常に火がついたとい

うことがありますので、そういうところは認知拡散としっかり守りのほうも固めながらや

っていく必要があるというのは自分自身の体験から思いました。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございました。 

 続きまして、オンラインで御参加の南光委員、手を挙げていらっしゃいますね。お願い

します。 

○南光委員 ありがとうございます。南光です。 

 私からは２点申し上げさせていただきたいと思います。 

 まず１点目が、続いてなのですけれども、広報・発信、情報の届け方というところにつ

いてです。先ほど金井委員からのメッセージのほうにもあったと思うのですけれども、自

分自身も介護をしていた経験がありまして、こどもの頃に必要な情報というか、活用可能

な情報がなかなか届かなかったというところで、当事者目線での情報の届け方というか、

具体的施策をどう反映させるかというところは、ぜひ反映させていっていただきたいなと

強く感じております。 

 その情報に関してなのですけれども、先ほどあったように、情報の届け方で、伝わる広

報に切り替える、なるべく端的に的確にというところも大事ですけれども、正確な情報が

届くかどうかというところでは、誤情報の拡大防止もそうですし、気をつけた情報発信と
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いうのは大事かなと思うのですけれども、誤情報の拡大防止だけではなくて、すごく重視

していただきたいなと思うのが、双方向性というか、既にある受け取る側のもやもやみた

いなところへの言及みたいなところを重視していただけないかなと個人的に思っておりま

す。 

 これはどういうことかといいますと、周りの大学生、自分と同世代の子たちとかと話し

ていてすごく意見をもらうのが、こども家庭庁は何をやっているのか分からないというと

ころと、こども家庭庁がいろいろ話しているというところを自分からも聞くけれども、結

局実態がどうなっているのか分からないみたいな細かいもやもやをいっぱい抱えている中

で、結局それが不信感みたいなところにつながって、情報を発信していても見ないし、イ

ンスタグラムのアカウントがあるんだよと言っても、フォローしている子は誰もいないみ

たいな状況になっているなと思います。 

 なので、もやもやみたいな、分かっていないところ、あるいは疑問に思っているところ

に対して、積極的な発信、言及をしていっていただけると、誤情報拡大防止だけだと、反

論できるところだけ反応しているのではないかとか、繊細になり過ぎて逆に分からないと

いうところにつながるのではないかなと思うので、そういった点を意識して、今回の書面

にも、できれば双方向性の確保とか透明性の確保みたいな言葉が入るといいのではないか

なと思っております。 

 もう一点、先ほど矢島委員からあったように、単年度の目標としてもうちょっと明確に

どういうところを目指していくのかというところを話していくといいのではないかという

意見があったと思うのですが、自分としては、最終的にこれがつくられた後に、若者向け

にもっとポイントをかいつまんだ分かりやすいものがつくっていただけるのかなと思って

いるのですが、そこでもやはり明確に前年度のものとはどう違っていて、前年度はどうい

うものがあって、どうなったのか、今年度はどういうもので、どうなるのか、どういう違

いがあるのかというのを比較して、本当にさっきのもやもやにもつながってくるのですが、

ぱっと見てどの世代にも共通して分かるような明確な基準を作っていくというところも意

識していただけるとうれしいなと個人的には思っております。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、オンラインで参加の黒木委員、お願いできますか。 

○黒木委員 よろしくお願いします。 

 私は前回と前々回は休みだったのですけれども、それ以前の部会からの議論も包括的に

盛り込んでいただいているなと思いながら今回の資料を見させていただきました。改めて、

取りまとめていただきありがとうございました。 

 私からは２点ありまして、まず１点目は、青木委員から質問がありました「失敗」とい

うワーディングについてのところです。私も、ここは「失敗」と書くよりも、いつでも再

挑戦できるといったふうに換えていくことがいいのではないかなと思いました。というの
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も、失敗と思うほどの状況に直面したときだけではなく、失敗と感じる前からというより

も、失敗という状況に限らず、いつでも再挑戦できる、そしてそういった状況をサポート

していただけるという環境がとても必要になるのではないかなと思ったからです。これが

まず１点目です。 

 ２点目についてなのですけれども、少し議論が戻るのですが、ほかの委員の方からも言

及されていた生成AIについてです。私もここは若者として、ウェルビーイングや将来設計、

選択という上で必ず言及すべきところではないかなと思いました。実際に私も大学生にな

ってから、授業だったり教育だったりそういったところにとどまらず、就活やこれからの

将来の設計、それに当たってのスキルの獲得など、AIは便利なツールでもあると同時に、

人間ができることをどんどん取って代わっている、ある意味脅威的な存在でもあるなと思

っています。生成AIというところの向き合い方について、人との愛着形成というところも

もちろんですが、それと並べて生成AIのメリット、デメリットといったところにも触れな

がら、若者の将来の選択、将来設計というところについてもしっかり生成AIを含めて言及

していっていただけたらなと思います。 

 そのほかについてなのですけれども、肯定的体験（PCEs）の増加についてや、若者が希

望を持ち選択を実現できる環境の整備、そういったものの積み重ねがあってこそ、こども・

若者のウェルビーイング、そしてこどもまんなかが実現できると思います。ですので、こ

どもたちがまずこの施策の状況を知ることも重要だと思いますので、こどもまんなか実行

計画の分かりやすいもの作るであったりだとか、取組状況を知らせるだとか、先ほどから

言及されている広報の工夫など、あとは各地方の公共団体がどういうふうに取り組んでい

くか。私は過疎地域出身で、まだまだこども・若者施策への理解が足りていないなと思う

ところもあるので、より多くの人に情報が届くよう工夫をしていってほしいなと思いまし

た。 

 以上になります。ありがとうございました。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、土肥部会長代理、お願いします。 

○土肥部会長代理 ありがとうございます。 

 幾つか発言をさせていただきたいと思うのですけれども、まず、この基本政策部会の下

にあります意見反映の専門委員会のほうから意見書を出させていただいておりまして、そ

れについて特に24ページの②の「こども・若者の社会参画・意見反映の取組推進」で盛り

込んでいただいていると感じております。特に高校生の委員が私どもの委員会にはいるの

ですけれども、地方出身の高校生委員がいるということもありまして、16行目で「参加機

会の拡大や」と書いていただいているのですけれども、特に地方の参加機会の拡大につい

て言及がありましたので、また検討いただければなと思っております。 

 幾つかこどもの意見反映の施策についての御意見が各委員からあって、やや抽象的な意

見にはなるのですけれども、最近感じているのが、こども・若者の意見を聴くというフォ
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ーマットが、何となくワークショップをやって、ファシリテーターがいて、意見を聴くと

いうような型がこども家庭庁を中心に全国に広がっているような感じがするのですけれど

も、もちろんそれはそれで意見の聴き方として一つの方法なのだろうなと思うのですが、

本当にそれだけでいいのだろうかというのもやや最近考えていることでして、例えばふだ

ん接している中学生とか高校生たちからすると、青木委員からいろいろな体験格差の話も

ありましたが、例えばいろいろな自治体がこども・若者の意見聴取の場を作って、私ども

もそれを手伝わせていただいているのですけれども、どこの自治体も何が課題かというと、

実は場の運営よりも参加者が集まらないということを大きな課題としていて、中学生とか

高校生とか大学生が、学校で周知をされてもなかなかそれに参加しようという意欲が湧か

なかったりとか、そこに行くのは真面目な人たちが行くんでしょうという雰囲気があって、

あまり集まらなくて、頑張って自治体の職員さんが必死になって回っていて、自分の職員

の息子はどうかとか、娘はどうかとかというふうに集めているという自治体があるのも実

態として伺っているようなところです。 

 そう考えると、何となく大人の意見を聴くフォーマットにこどもたちを合わせていると

いうような側面もあるのかなと思っていて、もちろんこども大綱の中での意見反映と社会

参画の推進の意義の一つには、民主主義の担い手を育てると書いてありますので、どうい

うふうに大人たちがいわゆる高校生議会とか若者議会のような形で大人の意見を伝えるフ

ォーマットの中に参加をしていくかということも大事なことだとは思うのですけれども、

一方で、こども・若者の声を聴くという新しいフォーマットというかやり方とかも考えな

ければいけないのではないかなと最近考えているところでして、やや抽象的で、この実行

計画にどうこうという話ではないのですけれども、皆さんの意見を伺っていて感じていた

ところでした。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 ここまでにまた数多くの意見が出されました。矢島委員からは、大綱と単年度の実行計

画の対応についての説明について、椎木委員からは、病児保育の記述がないのではないか

ということと、つわりのつらさ、この問題によりフォーカスしてはどうかという御意見、

新保委員からは、若者の意見反映をしてきているわけですけれども、それが実際実現した

という実績をしっかりつくることが大事ではないかという御意見などがありました。また、

小泉委員はじめ、南光委員も言及されたかと思いますけれども、SNSでしっかり伝えていく、

伝わる広報という点について数多くの意見が出されたと思います。また、黒木委員からは、

「失敗」というワーディング、先ほど青木委員もおっしゃいましたが、若者がしっかり前

向きな気持ちで読んでいただけるように、ワーディングの工夫が必要かと思います。とい

う形で、様々な御意見が出されております。 

 事務局から可能な範囲で御回答をお願いできればと思いますが、いかがでしょうか。 

○田村参事官 私のほうから何点かお答え申し上げます。 
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 まず、矢島委員から、大綱と2026年度の実行計画の関係についての御指摘をいただきま

した。冒頭の私の説明でちょっと端折ったところもございまして、分かりづらくて大変申

し訳ございませんでした。基本的に大綱というのは５年計画でつくっておりますけれども、

まさに今回の計画は、2026年度に重点的に取り組むものとして策定をしております。ただ、

その際に、大綱の５年間の期間を純粋に縦割りに切って、それで今年度の分を切り出して

この計画にしているということでは別にありませんで、まさに大綱を実現していく上で、

時代の変化などもありますので、新しい要素とかそういうものを加えながら、今年度特に

やっていくものということでまとめている文書でございます。そういったところを十分注

意しながら取組を進めていきたいと思ってございます。 

 また、広報の関係でも幾つか御指摘をいただきました。まさに発信するだけではなくて、

それが届くというだけではなくて、しかも守りの方もしっかりやっていく必要があるとい

う御指摘もございましたので、それはまさに広報を進める上では十分注意しながらやって

いきたいと思ってございます。 

 あと、意見反映の関係で新保委員から、まさに意見反映を実現できたと感じてもらえる

ようにしたいというお話がございましたし、また、土肥委員のほうからも、地方の皆さん

の参画の機会の話等もいただいたところでございます。私も担当からいろいろ話を聞いて、

中で議論しているのですけれども、まさにこどもたちが意見を言いっ放しにして終わって

しまうというか、そういうふうにすると、せっかく参加してくれたこどもたちの自己実現

というか、達成感も何もなくて終わってしまうので、この仕組みをやっている意味がなく

なってしまうと思っています。 

 なので、担当ともいろいろ議論しているときには、まさに言いっ放しにしない。全部は

もちろん反映できないところがありますけれども、実現できたものはしっかり見せていく

し、実現できなかったものはどうして実現できなかったのかということをきちんと示して

いくことが大事だと思っております。例えば「こども若者★いけんぷらす」という取組で

は、まさにそこを担当省庁とキャッチボールしながら、分かりやすい資料にまとめて、こ

どもたちにも伝え、あるいはホームページにも載せたりするということをやっております

ので、今、御指摘いただいた点も踏まえながら、そういったところをしっかりと取り組ん

でいきたいと思います。 

 また、地方の委員の参画の機会という御提案もいただきましたので、そういったところ

もしっかりとどういう形がいいか、まさにこれから土肥委員のお知恵を拝借しながら、よ

りよい形で政策を磨いていきたいと思います。 

 取りあえず私からは以上です。 

○松田部会長 お願いします。 

○中村局長 ありがとうございます。 

 椎木委員から一つ、病児保育の話がございまして、14ページの29行目に書いてあり、ち

ょっと分かりにくいのですが、一応御意見も踏まえて、病児保育について言及していると
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いうことでございます。 

 あと、つわりの状況について、分かりにくいところに書いてあってすみませんでした。

知っていただく必要があるということで、それはまさにそうで、プレコンセプションケア

の一つの大きな目標で、そういった課題を女性だけではなくて、パートナーである男性で

あるとか周りの方も等しく知っている必要があるということで、男性の認知度についても

目標設定してやっていこうと思っていますし、学校とか職場とかその方の周りにいる方に

も知っていただくということで、そういうところでもやっていこうという取組を進めてい

るところでございます。 

 青木委員、居場所についていろいろありがとうございました。放課後児童クラブとかい

ろいろやっていましたけれども、最初は鍵っ子対策というか、小さい意味での保育的な色

彩が強かったのですけれども、こどもまんなかというのが大分浸透してきまして、その流

れの中で、委員がおっしゃるようにマッチングであるとか、こどもにとってどういうもの

がいいのかという視点は非常に大事だと思っております。制度にどう生かしていくか検討

していきたいと思っています。ありがとうございました。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 続きまして、柴田委員が手を挙げていらっしゃいますね。お願いします。 

○柴田委員 ありがとうございます。 

 私からは、まず少子化対策の点と、あと生成AIの点を御意見申し上げます。 

 まず、少子化対策については、従来から何度も申し上げておりますとおり、働き方の効

率化が中核だと思います。その働き方の効率化のために、ぜひこども家庭庁には司令塔と

して機能していただきたいと従前より申し上げております。 

 その点に関しまして、具体的な文言としましては、まず９ページ目の（６）「企業等と

連携した変革」の２段落目なのですけれども、「産・官・学が連携し」とありますが、ほ

かの委員からもありましたが、こういう連携におきまして、単純に産官学だけではなくて、

関係府省庁とこども家庭庁が連携するということをしっかり明記していただきたいと思い

ます。ですので、「産・官・学が連携し」を例えば「関係府省庁のみならず産・官・学で

も連携し」というように、関係府省庁との連携もしっかりここでも明記していただくのが

よいのではないかと思いました。 

 あともう一点、14ページ目の⑦の２行目なのですが、「企業等との連携・協働により」

とあります。ここでもやはり関係府省庁が抜けてしまっております。ですので、この「企

業等との連携・協働により」のところを、「関係府省庁や企業等との連携・協働により」

というふうにしっかり明記していただくことがよいのではないかと思いました。 

 最後に、生成AIに関しまして御意見申し上げます。様々な委員の方々から御意見があり

ますとおり、私も非常に問題意識を持っております。最近、科研費で私はウェルビーイン

グの社会学的な研究をしておりますけれども、その科研費を使いまして、全国18～49歳、

1.5万人にウェブアンケート調査をしまして、その中で生成AIの利用に関する実態の調査
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をしております。そのデータを用いて今、分析しているところなのですけれども、やはり

懸念されているように、例えば生成AIを親友だと思った経験がある人は、AIへの感情的依

存が高い傾向があります。また、孤独感も高い傾向があります。これは成育環境やそのほ

かの様々な背景要因を統制した上での傾向です。 

 さらにその、AIへの感情的依存を経由して、K６と呼ばれる心理的ストレスの指標が、有

意に高い傾向があります。人間の友達がいる人は、そのことによって心理的ストレスは当

然低い傾向にあるのですが、AIを親友だと思った人は、心理的ストレスが高いという逆の

傾向になってしまっているのです。これは恐らく、AIへの感情的依存や、それによる人間

関係の遮断と孤独感が背後にあるのではないかと考えられます。AIに感情的に依存するこ

とによって、人間関係を絶ち切ってしまう。これは、先ほど駒村委員からもご指摘があり

ました。その結果として、孤独感が増してしまって、心理的ストレスが上がってしまうの

ではないか。これは人間の友人関係ではあり得ないことなのです。人間同士の関係が深ま

れば孤独感は低減する。実際データでもそういう傾向があります。しかしAIの親友の場合

は逆で、孤独感と心理的ストレスが高い傾向があるのです。 

 どういった方々がAIを親友と思いやすいかという傾向を見ますと、こども期のソーシャ

ルサポートが乏しかった方でしたPCEsと似た指標で測定されるこども期のソーシャルサポ

ートが、乏しかった方は、様々な背景要因をコントロールしてもAIを親友と思う傾向が高

いということが今回の調査から見てとれております。 

 このようにAIを親友と思うことはリスクもあるのですが、ただ他方で、AIを親友と思い

やすい、こども期のソーシャルサポートが乏しかった方々の中で、男性においては、実は

AIを親友と思った方のほうが抑うつが低いという傾向も見てとれました。つまり、AIを親

友と思うことがどういう心理的な効果をもたらすかというのが実は人によって違う。その

ような効果の異質性も見てとれています。よって、たとえばこのような調査研究を、ぜひ

こども家庭庁においてもしていただければと思います。具体的には、生成AIに言及する文

章のところに、「生成AIとこどもとの関係についての検討を進める」という文言を付け加

えるということを御提案いたします。 

 以上でございます。 

○松田部会長 貴重な御意見ありがとうございました。 

 続きまして、オンラインで参加の堀委員、お手を挙げていらっしゃいますね。 

○堀委員 どうもありがとうございます。堀です。 

 今回、多様な意見をバランスよく整理していただきまして、事務局には心より御礼を申

し上げます。 

 私からは４点申し上げたいと思います。 

 まず、１点目は修文の部分なのですけれども、20ページの「（３）若者が希望を持ち選

択を実現できる環境の整備」のところで、24行目の「その上で、その具現化に向けて、省

庁・分野横断的に、ピアサポートも含めたコーディネート機能の導入等により」という辺
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りが、具体的にどういうことを指すのかというのがなかなか分かりづらいので、分かりや

すく書き換えていただければというふうにお願いをできればと思っております。 

 ２点目なのですけれども、先ほど土肥部会長代理がおっしゃった若者の意見反映の在り

方が制度化してきているという点は非常に重要な点だと思っております。ではどうしたら

いいのかということはなかなか私も思いつかず、聴いた意見を反映するように努力してい

くということも重要なのですけれども、どういうふうにしていったらより若者のニーズが

反映していけるのかということにつきまして不断の努力が必要だと思っておりますので、

どこかに書き込めれば書き込んでいただけると大変ありがたいと思います。 

 それから、３点目は先ほど内田先生、駒村先生、黒木先生、柴田先生からお話がありま

した生成AIなのですけれども、生成AIにつきましては、これまでのお話は割と個人の意識

面の部分のお話が多かったかと思うのですが、社会構造を大きく変えていくと。それによ

って若者が一番影響を受けやすく、かつ、脆弱な存在であるというような辺りも併せて書

き込んでいただけると大変ありがたく存じます。 

 最後、石井先生、新保先生からお話があったと思うのですけれども、今、本当に人手不

足の状況が続いておりまして、人手不足時代に支援者の確保をしたりとか、あるいは定着

してもらったりということは、これまでとは全くフェーズが変わったということを改めて

認識を深めて、そちらのほうをもし可能であれば書き込んでいただけるとありがたく存じ

ます。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 オンラインで参加の貞広委員、手を挙げていらっしゃいますね。 

○貞広委員 ありがとうございます。 

 千葉大学の貞広です。前回欠席してしまいまして申し訳ありません。 

 どこということではないのですけれども、これらの政策特性に関わる社会からの理解調

達に関わっての意見を申し上げたいと思います。あえて申し上げるならば資料２の本体の

26ページの「中長期的課題と更なる取組」に関連するところだと思います。 

 私も曲がりなりにも研究者ですので、例えばこちらの文言を引用して意見を申し上げる

ならば、適切なデータを基にした研究知が政策の立案やモニタリング等をサポートすると

いうことは非常に重要だと思っています。 

 また、26ページの後に数値指標が載っていますけれども、こうした形でモニタリングす

るということも非常に重要だと思っています。その一方で、こちらに挙げていただいてい

る諸施策は、ある意味スイッチを入れて世界を変えるような施策というよりも、例えて言

うならば漢方薬のようにじわりじわりと効くかもしれないような政策だったりとか、また、

そもそも漢方薬という以前に、そうした政策が存在すること自体が社会的に意味があると。

それは社会の当たり前を捉え直していく力を持つとか、セーフティーネットとしてあると

いうことが利用されなくても存在自体が非常に重要だというところがあるということです。
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ですから、もちろんEBPMのスキームにのっとって検証していくということは、今は避けて

通れないことなのですけれども、そうした政策なのだということを我々が共有していきな

がら、これに向き合っていくということも同時に必要なのではないかと思います。 

 例えば、26ページのⅢの２つ目の○の「こどもが成長してから発現するものもあり、一

朝一夕には見えにくい」となっていますけれども、こども政策の効果は、目に見えてはそ

もそも出現しにくい面がある、とりわけこどもが成長してから発現するものもありという

ふうに、そんなに劇的な変化をもたらされるような政策ではない、でも大事なんだよとい

うところが強調されるような部分が、こども家庭庁さん御自身は難しいのかもしれません

けれども、委員としてはそういう必要があるのではないかということを強く感じます。 

 以上でございます。 

○松田部会長 貴重な御意見ありがとうございます。 

 まだ一巡していなくて、山﨑委員、何かここまでの意見をお聞きになって御発言はあり

ますでしょうか。 

○山﨑委員 ありがとうございます。 

 皆さんと同じで、会議の内容を反映していただいて本当にありがとうございます。また、

話の中で、保護者という私が置かれている立場のキーワードも何度か発言いただいて、本

当にありがとうございます。 

 その中で一つ、ウェルビーイングのところで、本文の７ページの16行目「保護者を始め

とするこどもを支援する大人たちのウェルビーイングを犠牲にする」という部分、最初に

さらっと私一人で読んだときは、そういう考え方もあるのだろうなと、多様な考え方があ

ってしかるべきなのかなと思って読ませていただいていたのですけれども、最初の発言を

聞かせていただいて、１時間少しばかり悶々と考えている中で、保護者の代表としては、

こどもたちのウェルビーイングに対する保護者個人の何がしかの犠牲というのは、その犠

牲すらも保護者のウェルビーイングにつながっていると思っているのです。なので、この

文言自体がどうこうというのはないのですけれども、次回の作文のときには、そこの部分

を配慮いただけたらなと思います。 

 大変痛ましい事故が福島と新潟の間で、バスのことで、私のこどももちょうど高校生で

部活動をしておりまして、部活動で毎週のように遠征しております。遠征バスを運転して

いるのは保護者なので、基本的には私が運転をしております。マイクロバスより少し大き

なやつです。別に無償でこどもを乗せて行っているので、ただ、犠牲とも何とも思ってい

ないわけですよ。会社は休んでいますけれども。なので、その辺、多様な保護者がいる中

で、頭に「保護者を始めとする」と書かれているので、間違った捉え方をされないような

配慮を次回いただけたらなと思います。 

 もう一つ、本当に単純なことなのですけれども、本文でも、基本的な方向性の（２）が

「こどもの安全・安心の確保」となっていたのが、「こどもの命と安全・安心を徹底的に

守る」になっている。これはすばらしいことだと思います。２週間ぐらい前に来た資料で
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は「こどもの安全・安心の確保」だったのが、直前になってすごく強い命を守るんだとい

うのになっているのは、いろいろな意味ですばらしいなと思います。 

 参考資料１のほうがまだ訂正できていないのかもしれないのですけれども、参考資料の

ほうの同じ部分、（２）は「こどもの安心・安全の確保」になっています。別に文言はこ

のままでもいいのですけれども、安心と安全が本文のほうと骨子のほうで逆になっている

ので、意図があればいいのですけれども、どちらかにまとめたらいいかなと思いました。 

 最後に、事前の説明会のときにも話させていただいたのですけれども、2025年の基本政

策部会のときに、私が私の立場で、ここの文言を使うと25ページの21行目「専門職に限ら

ず、保護者や地域団体、企業等」、先生方は大変忙しい中、研修をしていただいています。

それ以外のこどもまんなか社会を構成する先生方以外の先ほどの直前の方もおっしゃって

いました保護者の団体であったり、企業、その他の団体であったり、いろいろな関わる大

人がいると思うのですけれども、そのいろいろな関わる大人に対しても、知識の周知やい

ろいろなこと、研修の機会を与えてくれるような文言がここに書かれています。これに沿

って、どのような具体的な事業がなされていくかはこれからだと思うのですけれども、こ

ういった幅広い裾野に対する視野を持つのがこども家庭庁だということが知れてよかった

なと思います。 

 広報については、日本人なんかは恥の文化だと思っていると思っていますので、私なん

かもちょうどこどもが２人、私立の大学が重なっていましたので、地元の奨学金制度を使

っていました。ただ、そういう支援をもらっているということを、すごく助かっているの

ですけれども、もらっている立場としては、もらっているもらっているとは言わないので

す。なので、恐らくこども家庭庁の支援をもらっている保護者の方やこどもたちは、いろ

いろな立場の人がいると思うのですけれども、その人たちは声を上げられないと思ってい

ます。なので、それに配慮したような、直前の先生がおっしゃっていました漢方薬のよう

なじわじわ制度はあるだけで国民の皆さんが守られているということは自覚されていると

思いますので、広報が足りないというのは永遠のテーマかもしれないのですけれども、確

かに助かっているこどもたちや保護者やいろいろな人がいるということは保護者としても

自覚しておりますので、引き続き頑張っていただけたらなと思います。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございました。 

 ここまでに柴田委員からは、働き方の効率化が大事であるとした上で、関係府省庁との

連携をしっかり書き込んだほうがよいのではないかという御提案をいただいております。

また、生成AIに関しまして、これはこれまでも多くの方に御意見いただいていますが、柴

田委員、それから堀委員からも、生成AIが社会構造を変えていくという可能性、また、そ

の使い方によって非常にネガティブにもなれば、柴田委員の調査では、一部ストレスをむ

しろ改善するなどがあるということから、もう少し調査研究が必要ではないかという御意

見をいただきました。 
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 また、貞広委員からは、数値指標のモニタリングが大事だということなのですけれども、

その指標は漢方薬的なものとして、劇的にすごい改善はしないからこれは無駄な施策では

ないかというのではなく、長い目でしっかり改善していくということが大事というような

視点が出されたかと思います。これはEBPMに関係することです。 

 山﨑委員からも、広報の在り方、奨学金など様々な支援を受け取っている方が声を上げ

にくいということ、それがないようにしたほうがよいかと思います。 

 いろいろな御意見をいただいております。事務局からまとめて御回答のほどお願いしま

す。 

○田村参事官 私から何点かお答えを申し上げます。 

 今、部会長のほうからまとめていただきました。まさに幾つかの修文の御意見などをい

ただきました。それにつきましては事務局のほうで整理をいたしまして、この計画2026に

反映できるものもあれば、もう少し長期的に腰を据えて取り組むということで、2027以降

のものも多分あろうと思いますので、そこは一度整理をさせていただきたいと思います。 

 また、意見反映の部分についても、改めて堀委員からも御指摘いただきました。また、

先ほど土肥部会長代理からも、結構パターン化するのは、一つ形ができるのはいいのだけ

れども、それだけではないという話もいただいたかと思います。まさにおっしゃるとおり、

こども家庭庁でやっている形は絶対かくあるべしということではなくて、全く白紙の状態

からやっていくときに、一つやり方としてこういうものがありますよということをお示し

をしていて、必ずしもほかのやり方を排除するわけではないのですけれども、どうしても

新しく取り組むところはそれに倣ってやろうという傾向がありますので、ほかのパターン

も我々は発掘して、そういうところをまた皆さんにお知らせしていくという努力が必要な

のかなと拝聴いたしました。 

 あと、人手不足時代の支援者の確保等について、堀委員から御指摘いただきました。そ

こにつきましても引き続き検討をさせていただければと思いますが、念のため申し上げま

すと、以前、前回の会議でも御指摘があったと思いますので、そういった部分、25ページ

の20行目辺りに少し記載はさせていただいたつもりでございますので、また何かございま

したら御指摘をいただければと思います。 

 あと、山﨑委員のほうから、安全・安心の確保の部分で、今回、命ということを入れた

というところでございました。私の説明が拙くて申し訳ありません。参考資料１として配

付いたしました骨子案は、前回３月末にお示しした資料ということで参考配付をさせてい

ただいておりまして、現状のものといたしましては、今日御説明申し上げました資料１の

概要と資料２の素案というものが今の最新のものということでございますので、その点御

説明申し上げます。 

 私からは以上でございます。 

○松田部会長 お願いします。 

○中村局長 生成AIについて、柴田委員、堀委員、あとその前のラウンドで黒木委員から
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も御意見いただきました。改めて、本当にこども政策の基本政策部会でこれだけ多くの方

がインターネット及び生成AIについて発言をされるということ自体が、非常にこの問題の

深刻さというか重要性を物語っているのだと思っています。 

 その上で、すごく今、悩ましいと思っていますのは、まさに委員の方から言っていただ

いたように、こどもだけではなくて社会全体が向き合う課題なのです。そういう中で、あ

らまほしき順番としては、社会全体として生成AIとかデジタルについてどういう向き合い

方をするのかというのがあって、その上で、こどもに対して上乗せか深掘りかするという

ほうが本当はきれいなのかもしれませんが、他方で、これだけ現在進行形で技術が進歩し

て、特に数年前から生成AIができてしまって、このスピードが非常に大きくなってしまっ

て、一方で、因果関係が本当にいろいろな論文があってどちらが原因でどちらが結果か分

からないという両論がある難しいところはあるのですけれども、ただ、指をくわえて待っ

ていると、脆弱なこどもこそ早く影響が大きく出てしまって、なかなかその後カバーする

のが難しくなるという面もありますので、場合によっては、社会全体の先達として、こど

もについてきちんとルールを検討し、形にしていくことが大事だと思っています。 

 その上で、今回どういうふうにこの問題意識を入れるかということですけれども、いろ

いろお聞きするにつけ、社会構造の変化というちょっと目立たない５ページ、６ページが

あるのですけれども、そこに記述を書いて、その上で、基本的な政策の方向性にどう書く

のか、ここは切り分けて考えていきたいと思っております。 

 ありがとうございました。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 そうしましたら秋田委員、お願いします。 

○秋田委員 生成AIの関係で、長くは話しませんが付け足しです。文部科学省では、こど

もと教育のための生成AIのガイドラインの改訂をしていたりしております。また、人間中

心の生成AI使用とは何かということを議論したり、生成AIのスクールがあったり、基本的

には、生成AIは情報は集められるけれども、価値判断と何を基準にするかを決めるのは人

間である。そこを揺らいではならないというのがポイントになってございます。ぜひ、関

係省庁と連携するのであれば、まず文部科学省は今、デジタルの基盤のところでそれを取

り組んだり、方向性を発表したりしておりますので、それも学校だけではなくて、こども

家庭庁はもっと広いですので、それを併せて使っていただけたらありがたいと、たまたま

両方出ておりますので思ったということです。 

 あともう一点、土肥委員が言われたことで、私も実はこの３年で感じていたことがあり

ます。こどもの声を聴くということが、最初はこども家庭庁の職員の方もアウトリーチで、

こどもたちが暮らす場の文脈に出かけられて聴くというような試みもなされていました。

それがだんだん形が変わってきたなということを、私個人は立ち上げのときからおります

ので感じているところではございます。この辺りは大変効率、要するに漢方よりもっとす

ぐ効く薬はないかと探すのか、漢方でいくのかというところもございますが、ぜひ御検討
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いただければと思います。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 そうしたら、まだ御意見のある方がいらっしゃいましたら、一人一言でお願いします。 

 木田委員、お願いします。 

○木田委員 一言の前にゼロとして、官房長が前に、施策で世の中の景色が変わっていく

とおっしゃった言葉が私、本当に今、胸に響いていて、こどもまんなかというのがこども

基本法施行後じわじわと広がって、景色が変わっていく中に生きていられるというのを幸

せに思っています。 

 言いたかったことは、こどもコミッショナーのことなのです。基本法制定時は見送られ

ましたが、附則第２条にその見直し検討が書かれておりますので、中長期的な検討の中で

コミッショナーについても含まれているのかということを伺うとともに、含まれていない

のであれば、附則第２条に基づく検討を加えていただきたいということです。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 

 もう一方、矢島委員がオンラインで手を挙げていらっしゃいます。ここまでとしたいと

思います。矢島委員、お願いします。 

○矢島委員 すみません、短く。 

 こどもの健やかな育ちということで、10ページに（１）で「健やかで質の高い成育環境

の提供」があって、その中でインターネットのことをまず挙げられていて、皆さんそのこ

とについて問題意識を指摘されていて、私もそのとおりだと思うのですけれども、以前に

申し上げたとおり、こどもの成育環境と言ったときに、まずしっかりと栄養の取れる食事

ができるということがベースだと思うのです。そのことについては、この春から学校給食

についての食材費を国が負担するという施策が始まったところで、国も問題意識を持って、

こうした取組はすごく大事だと思うのですけれども、このことについてどこに書いてある

かというのを見ると、14ページに子育て支援として給食費のことを書かれているのです。

でも、こどもに視点を当てるのであれば、子育て支援ではなくて、こどもが健やかに育つ

ための食の確保、十分に健康を維持できる食の確保という視点で書かれるべきではないか

なと考えております。 

 そして、この取組は、給食費の負担軽減策として行われていますけれども、この負担軽

減策がしっかりと、また、物価高が続いているので、給食の質の向上につながるのかどう

かということはまだまだ懸念を持たれているところです。ですので、こどもに視点を当て

ることで、こどもがしっかりと質の高い食事を最低限でも義務教育の中で取れるというよ

うな打ち出しにしていただければと思っております。 

 以上です。 

○松田部会長 ありがとうございます。 
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私の司会進行の不手際で、そろそろもう時間になってしまいました。 

 ここまでに、素案に対しまして数多くの御意見をいただけたと思います。ありがとうご

ざいました。 

最後に、私のほうからも一言申し上げたいと思います。 

本日、皆様からいただいた御意見というのは、私も本当にうなずきながら聞いておりま

して、それをしっかり可能な範囲で文言に反映できればと考えております。特に若い方か

ら御意見いただきましたことの中には、金井委員はじめ数多くの委員が情報発信、SNS利用、

この辺りは伝わる広報、これがしっかりなされるということが大事であるかと思いました。 

 また、恐らくそれとも関係しますけれども、こども・若者にしっかり伝わるということ、

それはこども・若者向けの実行計画案そのものではないかもしれませんけれども、こうい

う施策をしているということをつくるということも一つかと思います。そうなりますと、

読み手であるこどもや若者が納得して読める表現、先ほどのネガティブな表現ではないと。

こうした書きぶりの工夫が大事であるかと思いました。これが１点です。 

 ２点目として、生成AIにつきましては、様々な角度から御意見をいただけたかと思いま

す。しっかり厚く記述するとともに、それが今の若者に対して、こどもに対して、まだ不

明なところもありますので、しっかり調査もこども家庭庁様としてもなされるとなおよい

のではないかと思いました。今の点はたしか柴田委員が御発言されたことです。 

 最後なのですけれども、ほかの部会や分科会からの意見も踏まえて修正されることが求

められるのですけれども、参考資料３、こどものウェルビーイングの実現が本基本政策部

会として非常に大事であるということで今、書いておりますが、それと併せて親のウェル

ビーイングの実現も重要ではないかという御指摘もいただいております。こども・子育て

支援等分科会だけではなくて、関連する言及が幾つかあります。事前にこども大綱を確認

したところ、子育て当事者である親を含めた保護者という表現がありますので、どこかで

こども大綱と表現を少し合わせる形で、親もしっかり含んでいるのですよということが伝

わるようなメッセージとしてはどうかなと思いました。 

 ということで、ほかにもいろいろございますが、時間の関係上、ここまでとしたいと思

います。皆様、ありがとうございました。 

 実行計画の策定に当たりましては、本基本政策部会の意見書については部会長一任とさ

せていただきまして、私と土肥部会長代理において取りまとめを行いたいと思いますが、

御異議ございませんでしょうか。 

（委員首肯） 

○松田部会長 ありがとうございます。では、そのようにさせていただきます。

政府においては、本日の議論、各部会、分科会からの御意見を踏まえて、こどもまんな

か実行計画を策定するようお願いいたします。 

最後に、事務局側から御発言をお願いしたいと思います。 

藤原官房長、お願いします。 
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○藤原官房長 皆様、本当にありがとうございました。 

 昨年度から引き続きのこの実行計画に向けての御議論、本当にありがたく思います。何

よりこの部会は、若者当事者の委員がたくさんいてくださり、かつ、各分野の専門分野の

有識者の方々、あるいは保護者代表としてのお立場、様々な立場から御参加をいただき、

また、なかなか国の審議会では珍しいかもしれませんが、我々事務方として局長も思いを

しっかり伝えるような方式でやらせていただき、それをまた温かく受け入れていただきま

して、本当にありがとうございます。 

 そのおかげで双方向での議論が深まりまして、私、一番最初に走り出したときには、こ

の実行計画、どうしても総花で、役人がつくる場合にはひたすら事業の列挙になりがちな

のですけれども、それが基本的な考え方とか、こどもの幸せとか、本当に本質的なところ

から議論がスタートをすることができたなと思って、感謝を申し上げます。 

 また、この間、実は黄川田大臣とも何回かコミュニケーションを取らせていただき、本

当に忙しい大臣なのですが、非常に熱心にフリートーキングをしていただきまして、その

ときの思いも実はこの中にかなり含まれております。そういったことも含めていい案をつ

くらせていただいたと思います。 

 部会長にはいつも難しい差配をお願いしまして、誠にありがとうございました。最後に

修文の方向性まで具体的に御紹介をいただきましたので、事務方としても、今いただきま

した御指示を踏まえてしっかり修文作業をさせていただき、成案に向けて詰めてまいりま

す。 

 特に、個人的にはこの１年間、少子化対策とこどものウェルビーイングの両輪で進める

のだということの両輪の意味をずっと考えてきた１年間だったなと思っております。両輪

というと、違うものをセットで進めるというときにも使いますけれども、我々が言ってい

る両輪というときには、少子化というのは、希望が実現できていない、そこに乖離がある、

マクロとして少子化という数字に表れていると考えれば、やはり土台はウェルビーイング

なのだろうと。そこをしっかり土台をつくることで、それこそ漢方薬のように、すぐには

即効性はないかもしれませんが、少子化対策としても寄与するのではないかというふうな、

本当に本質的な認識の共有を皆様方と一緒に作れたと思い、また改めて感謝の思いでいっ

ぱいでございます。 

 今後、与党でも御議論いただいたり、修文も重ねた上で、最終的には、例年ベースであ

れば６月目途でこども政策推進会議で決定をするということになります。我々、事務的に

詰めの作業をしっかり行っていくということをお約束しまして、本日、お礼の言葉にさせ

ていただきたいと思います。本当にありがとうございました。 

○松田部会長 ありがとうございました。 

 それでは、お時間となりましたので、本日の議論はここまでとさせていただきます。 

 次回の日程につきましては、事務局より追って御連絡をさせていただきます。 

 ありがとうございました。 
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